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題（global issues）を扱っており，以下の内容を「英語で学ぶ」．テキストはCLIL GLOBAL ISSUES（三
修社）である．
Topic 1 Stereotypes and Racism（固定観念と人種差別）
Topic 2 Information and Communication（情報と通信）
Topic 3 Culture and Fashion（文化とファッション）
Topic 4 Health（朝食を抜くことによる健康不安）
Topic 5 Food（食べ物は大切）
Topic 6 A Sound Material-Cycle Society（循環型社会）
Topic 7 Global Warming（地球温暖化）
Topic 8 Energy（エネルギー問題）
Topic 9 Ecosystems and Humans（生態系と人間）
Topic 10 Endangered Species（絶滅危惧種）
Topic 11 International Relationships（国際関係）
Topic 12 War and Peace（戦争と平和）
Topic 13 Human Rights（人権）



















に起こったか」（A Sound Material-Cycle Society），「フードマイル運動と地産地消」（Global Warming），
「計画停電にどう備えたか」（Energy），「発電所の分布図を見てその立地条件を考える」（Energy），「日
本のエネルギー政策はどうあるべきか」（Energy），「生態系，食物連鎖と生物の睡眠時間を考える」








































Listening ： 国際問題（global issues）について，ニュースを聞いて理解できる．
Speaking ： 国際問題（global issues）について，ニュースの内容を説明したり，ニュースについて意
見を交換することができる．
Reading ： 国際問題（global issues）について，ニュース記事を読むことができる．
Writing ： 国際問題（global issues）について，ニュースの内容を説明する文章や，ニュースについ
ての意見をまとまった分量で書くことができる．
7．英語教育の高大連携について
本校は，高校の英語の授業の最終ゴールを大学入試や英検等の資格試験とは考えていない．もちろん，
それらは途中のゴールの一つにはなりうるが英語学習の終点ではない．大学での専攻内容の授業を英語
で受けられるような基礎力を高校では養いたい．大学でのプレゼンテーション型の授業にも積極的に参
加できるような発表力の基礎を高校では養いたい．「英語を使って」将来，何がしたいのか，また，大
学で「英語で」何を学びたいのか，について高校時代からよく考え，高校での英語の学習が大学での英
語の学習に繋がっていくことを願っている．
そこで，大学の英語教育に望むことは，専門の科目内容の学習が専攻する外国語を使用して行われ，
専門科目の学習と専攻する外国語の習得が両立するような授業で学生を鍛えてほしいということであ
る．大学の英語の授業がTOEIC対策に終始するようなものばかりになってしまったら，そのような大
学に高校生は魅力を感じない．大学の高度な専門科目を「英語で学ぶ」方法として，日本の大学も，昨
今，CLILに注目し始めている．そして，そのような学習の入口に至るところを高校の英語の授業は担っ
ているのだと筆者は考えている．
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